
日
本
初
の
女
性
文
芸
評
論
家

板
垣
直
子 

寄
贈
品
展 

五所川原市教育委員会
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開
催
に
あ
た
っ
て

　
こ
の
た
び
、
日
本
初
の
女
性
文
芸
評
論
家
・
板い

た

垣が
き

直な
お

子こ

氏
（
五

所
川
原
市
湊

み
な
と

出
身
。
以
下
、
敬
称
略
）
遺
族
の
ご
厚
意
に
よ
り
、

板
垣
直
子
が
残
し
た
著
作
や
随
筆
、
執
筆
ノ
ー
ト
な
ど
文
芸
評
論

家
と
し
て
、
さ
ま
ざ
な
ま
活
動
を
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
貴
重

な
遺
品
約
１
８
０
点
余
り
を
当
市
に
ご
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
、
寄
贈
品
の
中
か
ら
、
特
に
貴
重
な
資
料
を
展
示
公
開

し
、
板
垣
直
子
の
文
学
界
に
果
た
し
た
業
績
、
ふ
る
さ
と
五
所
川

原
や
母
に
対
す
る
愛
情
や
思
い
な
ど
を
知
っ
て
い
た
だ
く
と
と

も
に
、
今
後
、
文
芸
評
論
家
・
板
垣
直
子
の
研
究
が
進
展
す
る
こ

と
を
願
っ
て
、
寄
贈
品
展
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

日
本
初
の
女
性
文
芸
評
論
家 
板
垣
直
子

　
本
名
、
平ひ

ら

山や
ま

な
を
。
明
治
29
年
11
月
18
日
、
湊
の
旧
家
、
平
山

家
（
平ひ

ら

為た
め

家け

）
よ
り
分
家
し
た
平
山
吾ご

助す
け

（
平ひ

ら

吾ご

家け

）
の
孫
、
兼け

ん

吉き
ち

の
次
女
と
し
て
、 

北
津
軽
郡
栄

さ
か
え

村む
ら

大
字
湊

み
な
と(

現
、
五
所
川
原

市
）
で
誕
生
し
ま
し
た
。
大
正
12
年
、
西
洋
美
術
評
論
家
の
板
垣

鷹た
か

穂お

と
結
婚
し
、
板
垣
姓
と
な
り
ま
し
た
。

　
西
洋
文
学
を
研
究
し
、
そ
の
思
想
を
基
礎
と
し
て
、
文
芸
批
評

や
研
究
を
行
っ
た
日
本
初
の
女
性
文
芸
評
論
家
と
し
て
知
ら
れ

て
い
ま
す
。
代
表
的
な
女
性
作
家
の
文
芸
評
論
を
数
多
く
行
っ
た

ほ
か
、
夏
目
漱
石
な
ど
の
著
述
を
行
い
、
比
較
文
学
研
究
で
は
島し

ま

田だ

謹き
ん

二じ

、
吉よ

し

田だ

精せ
い

一い
ち

ら
と
並
ぶ
存
在
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
長は

谷せ

川が
わ

時し
ぐ

雨れ

主
宰
の
「
女
人
芸
術
」
の
編
集
委
員
と
し
て
、
林

は
や
し

芙ふ

美み

子こ

を

見
出
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
西
欧
的
知
性
と
時
流
に
動
ぜ
ぬ
姿
勢
は
、
戦
時
下
で
特

に
光
っ
て
い
た
と
評
さ
れ
る
よ
う
に
、
時
勢
に
動
か
さ
れ
な
い
評

論
活
動
を
行
っ
た
こ
と
は
特
筆
す
べ
き
で
す
。

板
垣
直
子
の
ル
ー
ツ
・
平
山
家
と
は
？

　　
五
所
川
原
市
湊
に
は
、
代
々
弘
前
藩
の
広ひ

ろ

田た

組ぐ
み

代
官
所
手て

代だ
い

を

務
め
た
平
山
家
の
住
ま
い
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
当
地
域
で
は
最

も
古
い
住
宅
と
い
わ
れ
、
廃
藩
当
時
は
大
庄

し
ょ
う

屋や

で
し
た
。

　
平
山
家
に
は
代
々
の
当
主
の
記
載
に
よ
る
『
平
山
日
記
』
６
冊

が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
近
世
村む

ら

方か
た

文
書
と
し
て
史
料
的
価

値
が
高
く
、
当
地
域
の
近
世
農
村
社
会
に
つ
い
て
詳
し
く
知
る
こ

と
が
で
き
る
一
級
資
料
で
す
。

　『
平
山
日
記
』
に
よ
れ
ば
、こ
の
住
宅
は
明め

い

和わ

３
年
（
１
７
６
６
）

の
地
震
に
よ
り
被
害
を
受
け
た
の
で
、
明
和
６
年
（
１
７
６
９
）

に
主お

も

屋や

が
再
建
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
表

お
も
て

門も
ん

は
弘
前
藩
に
対
す

る
数
々
の
功
労
に
よ
り
、
天て

ん

保ぽ
う

元
年
（
１
８
３
０
）、
６
代
・
半は

ん

左ざ

衛え

門も
ん

の
と
き
に
津
軽
10
代
藩
主
信の

ぶ

順ゆ
き

公
か
ら
特
別
に
許
さ
れ

て
建
て
ら
れ
た
こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
。
津
軽
の
農
民
住
宅
と

し
て
は
、
唯
一
の
例
で
す
。

　
こ
の
よ
う
に
建
設
年
代
を
確
定
で
き
る
県
内
で
も
数
少
な
い
建
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造
物
で
す
。
ま
た
、
当
地
域
の
上
層
農
民
が
生
活
し
た
18
世
紀
後

半
の
規
模
を
ほ
ぼ
原
形
の
ま
ま
伝
え
て
い
る
極
め
て
重
要
な
建
造

物
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
昭
和
53
年
（
１
９
７
８
）
１
月
21
日
に
、

主お
も

屋や

と
表

お
も
て

門も
ん

が
国
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
、
現
在
に
至
っ
て

い
ま
す
。

湊
村
と
平
山
家

　
江
戸
時
代
、
弘
前
藩
の
新
田
開
発
政
策
に
よ
っ
て
、
湊

み
な
と

村
は
正

し
ょ
う

保ほ

２
年
（
１
６
４
５
）
に
開
発
が
進
め
ら
れ
て
出
来
た
村
で
す
。

ち
ょ
う
ど
岩
木
川
と
十と

川が
わ

が
合
流
す
る
位
置
に
あ
り
、
船
の
往
来

や
荷
揚
げ
な
ど
が
行
わ
れ
た
の
で
、
湊

み
な
と

の
地
名
が
付
け
ら
れ
ま
し

た
（『
平
山
日
記
』）。

　
平
山
家
は
湊
村
成
立
当
時
の
移
住
者
で
あ
り
、
正
保
３
年

（
１
６
４
６
）
生
ま
れ
の
半は

ん

左ざ

衛え

門も
ん

が
湊
村
庄

し
ょ
う

屋や

を
務
め
て
以

来
、
幕
末
ま
で
８
代
を
数
え
ま
す
。
そ
の
間
、
３
代
・
孫ま

ご

右え

衛も

門ん

か
ら
は
広ひ

ろ

田た

組ぐ
み

代
官
所
の
手て

代だ
い

、
五ご

所し
ょ

川が

原わ
ら

堰ぜ
き

奉
行
、
大お

お

川か
わ

堤
つ
つ
み

奉
行
を
務
め
、
４
代
・
孫
右
衛
門
以
降
は
郷ご

う

士し

の
身
分
を
与
え
ら

れ
た
上
層
農
民
で
し
た
。
さ
ら
に
６
代
・
半
左
衛
門
以
降
は
漆

う
る
し

木ぎ

の
取
調
べ
役
で
あ
る
漆

う
る
し

守も
り

や
並な

み

木き

見み

継つ
ぎ

役や
く

も
兼
ね
る
な
ど
、
多
く

の
特
権
を
与
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　
幕
末
の
頃
、
８
代
・
平へ

い

助す
け

の
兄
弟
で
あ
っ
た
吾ご

助す
け

は
、
分ぶ

ん

家け

独

立
し
ま
す
（
平ひ

ら

吾ご

家け

と
い
う
）。
平
山
な
を
（
後
の
板
垣
直
子
）
は
、

吾
助
の
孫
、
兼け

ん

吉き
ち

の
次
女
と
し
て
、
こ
の
世
に
生
を
受
け
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
直
子
は
、
平
山
家
と
い
う
名
家
の
血
筋
を
引
く
人

物
で
し
た
。
ち
な
み
に
、
平
山
家
本
家
10
代
・
為た

め

之の

助す
け

は
、
直
子

の
叔お

父じ

に
当
た
る
人
物
で
す
。
為
之
助
は
五
所
川
原
銀
行
頭
取
、

津
軽
鉄
道
社
長
、
松
木
屋
呉
服
店
社
長
な
ど
を
務
め
る
実
業
家
で

あ
り
、
衆
議
院
議
員
を
務
め
た
政
治
家
と
し
て
も
活
躍
し
た
著
名

人
で
し
た
。

旧平山家住宅の主屋（上）・
表門（下）（国重要文化財）

初
代　半

左
エ
門

七
代

孫
十
郎

八
代　平

助

九
代　雄

太
郎

孫
助

兼
吉

柾
吉

柾
太
郎

萬
之
助

な
を
（
板
垣
直
子
）

万
吉

【
平
吾
家
】

　吾
助

【
平
与
家
】

　与
助

十
代　為

之
助
【
平
為
家
】

平
山
家 

略
系
図
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板
垣
直
子
の
生
涯
～
略
年
譜
～

　
明
治
29
年
（
１
８
９
６
）
11
月
18
日 

、
平
山
兼け

ん

吉き
ち

の
次
女
と

し
て
、北
津
軽
郡
栄
村
（
現
、五
所
川
原
市
）
大
字
湊
に
生
ま
れ
る
。

　
明
治
43
年
（
１
９
１
０
）、
北
津
軽
郡
栄
小
学
校
を
卒
業
し
、

義
を
聞
い
て
見
識
を
高
め
た
と
い
う
。

　
大
正
７
年（
１
９
１
８
）、日
本
女
子
大
学
を
卒
業
す
る
も
の
の
、

さ
ら
に
研
究
科
に
籍
を
置
い
て
２
年
間
を
過
ご
し
た
。（
※
卒
業

前
に
弘
前
高
女
の
校
長
か
ら
英
語
教
師
へ
の
誘
い
が
あ
っ
た
が
、

断
っ
た
と
い
う
。）

　
大
正
９
年
（
１
９
２
０
）、
東
京
帝
国
大
学
（
現
在
の
東
京
大

学
）
文
学
部
美
術
哲
学
科
の
第
一
回
聴
講
生
と
な
り
、
美
学
・
哲

学
を
修
め
る
。
当
時
、
帝
国
大
学
で
は
女
性
を
入
学
さ
せ
て
い
な

か
っ
た
た
め
、
女
性
初
の
東
大
聴
講
生
と
な
る
。
男
子
学
生
に
交

じ
っ
て
美
学
と
哲
学
の
講
義
や
演
習
に
参
加
し
た
こ
と
で
、
男
性

が
優
れ
て
い
る
と
い
う
男だ

ん

尊そ
ん

女じ
ょ

卑ひ

の
考
え
方
か
ら
解
放
さ
れ
た
と

い
う
。

　
大
正
12
年
（
１
９
２
３
）
５
月
10
日
、
最
初
の
著
書
で
あ
る
、

ゲ
オ
ル
ヒ
・
グ
ロ
ナ
ウ
『
レ
オ
ナ
ル
ド
・
ダ
・
ヴ
ィ
ン
チ
』
を
翻

訳
し
、
岩
波
書
店
か
ら
出
版
す
る
①
。

同
年
４
月
、
弘
前
高
等
女

学
校
に
入
学
す
る
。
在
学

中
、『
校
友
会
誌
』
に
短

文
や
感
想
を
寄
せ
る
。
ま

た
、
太
宰
治
の
姉
ト
シ
が

２
学
年
上
で
、
寄
宿
舎
が

同
室
と
な
る
。

弘前高等学校時代の直子日本女子大学研究科時代の直子

大正 11 年頃の直子

　
日
本
女
子
大
学
で
は

英
語
に
勤
勉
な
学
生

で
、
外
国
の
近
代
文
学

に
興
味
を
持
っ
た
。
ま

た
、
阿
部
次
郎
教
授
か

ら
ド
イ
ツ
文
化
を
背

景
と
し
た
ゲ
ー
テ
の
講

　
大
正
３
年
（
１
９
１
４
）、
弘
前
高
等
女
学
校
を
卒
業
し
、
同

年
４
月
、
日
本
女
子
大
学
英
文
科
に
入
学
す
る
。
当
時
、
女
学
校

を
卒
業
し
て
間
も
な
く
、
結
婚
し
て
家
庭
に
入
る
と
い
う
風
潮
か

ら
す
る
と
、
上
級
学
級
へ
の
進
学
は
特
筆
す
べ
き
こ
と
だ
っ
た
。
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昭
和
５
年
（
１
９
３
０
）、
板
垣
鷹た

か

穂お

（
西
洋
美
術
研
究
家
、

の
ち
早
稲
田
大
学
教
授
）
と
結
婚
す
る
。
夫
か
ら
芸
術
の
研
究
に

お
け
る
資
料
の
重
大
さ
、
背
景
を
な
す
社
会
的
要
素
の
大
切
さ
を

教
え
ら
れ
る
。

　
昭
和
８
年
（
１
９
３
３
）、９

月
18
日
、
満ま

ん

州
し
ゅ
う

事じ

変へ
ん

が
勃
発

す
る
。

　
昭
和
12
年
（
１
９
３
７
）、７

月
７
日
、
支し

那な

事じ

変へ
ん

（
日
中
戦

争
）
が
勃
発
す
る
。

昭和 5年、結婚当初の直子（33 歳）

昭和 11 年頃の直子（39 歳）

昭和 8 年、文芸評論家としての地位を確
立した頃の直子（36 歳）

大正 13 年、文部省在外研究員
として渡欧する前の板垣鷹穂

　
昭
和
６
年
（
１
９
３
１
）
９
月
、
直
子
に
と
っ
て
評
論
家
と
し

て
記
念
す
べ
き
評
論
「
現
今
日
本
の
女
流
文
壇
」
が
岩
波
書
店
の

『
文
学
』
に
掲
載
さ
れ
る
。
こ
れ
以
降
、『
女
人
芸
術
』、『
新
潮
』

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
雑
誌
等
を
舞
台
に
評
論
を
発
表
し
て
い
く
。

　
昭
和
８
年
（
１
９
３
３
）
２
月
５
日
、最
初
の
文
芸
評
論
集
『
文

芸
ノ
ー
ト
』
を
啓
松
堂
か
ら
出
版
す
る
②
。『
文
芸
ノ
ー
ト
』
は
、

こ
れ
ま
で
に
雑
誌
や
新
聞
を
主
に
文
芸
評
論
に
行
っ
た
も
の
を

一
冊
に
ま
と
め
た
も
の
で
あ

る
。
直
子
の
生
涯
を
通
し
た
仕

事
と
な
る
文
芸
評
論
の
出
発
点

と
な
る
と
と
も
に
、
近
代
文
学

に
関
す
る
研
究
や
評
論
活
動
が

活
発
に
行
わ
れ
る
き
っ
か
け
と

な
っ
た
。

　
昭
和
13
年
（
１
９
３
８
）
７
月
25
日
、『
現
代
小
説
論
』（
第
一

書
房
）
を
出
版
す
る
③
。

　
昭
和
16
年
（
１
９
４
１
）
５
月
10
日
、『
事
変
下
の
文
学
』（
第

一
書
房
）
を
出
版
す
る
④
。

　
昭
和
16
年
（
１
９
４
１
）
６
月
30
日
、『
文
学
建
設
』（
高
山
書
院
）

を
出
版
す
る
⑤
。

　
昭
和
17
年
（
１
９
４
２
）
７
月
29
日
、『
評
伝
樋
口
一
葉
』（
桃

蹊
書
房
）
を
出
版
す
る
⑥
。

　
昭
和
17
年
（
１
９
４
２
）、11
月
20
日
、『
現
代
の
文
芸
評
論
』（
第

一
書
房
）
を
出
版
す
る
⑦
。

　
※
②
～
⑤
・
⑦
は
、
昭
和
文
学
の
発
生
か
ら
昭
和
17
年
ま
で
の

あ
ら
ゆ
る
文
学
現
象
を
世
界
的
視
野
と
文
学
史
の
観
点
か
ら
捉
え

よ
う
と
し
た
評
論
で
、
昭
和
の
文
学
史
と
し
て
高
く
評
価
さ
れ
て

い
る
。
戦
前
で
は
、
た
だ
一
人
の
女
性
文
芸
評
論
家
と
し
て
活
躍

す
る
。
⑥
は
、
今
日
で
も
樋
口
一
葉
の
文
学
を
時
代
と
文
壇
と
の

史
的
背
景
の
中
で
捉
え
た
客
観
的
な
研
究
・
評
論
と
し
て
評
価
が

高
い
。
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昭
和
18
年
（
１
９
４
３
）
５
月
15
日
、『
現
代
日
本
の
戦
争
文
学
』

（
六
興
商
会
出
版
部
）
を
出
版
す
る
⑧
。

　
昭
和
21
年
（
１
９
４
６
）
７
月
15
日
、『
漱
石
・
鷗
外
・
藤
村
』

（
巖
松
堂
書
店
）
を
出
版
す
る
⑨
。

　
昭
和
23
年
（
１
９
４
８
）
７
月
５
日
、『
文
学
論
』（
企
画
社
）

を
出
版
す
る
⑩
。

　
昭
和
23
年
（
１
９
４
８
）
８
月
15
日
、『
女
性
の
歩
い
た
み
ち
』

（
通
信
教
育
振
興
会
）
を
出
版
す
る
⑪
。

　
昭
和
23
年
（
１
９
４
８
）
８
月
30
日
、『
人
生
の
探
究
』（
吉
成

書
房
）
を
出
版
す
る
⑫
。

　
昭
和
25
年
（
１
９
５
０
）
６
月
25
日
、『
欧
州
文
芸
思
潮
史
』（
巖

松
堂
書
店
）
を
出
版
す
る
⑬
。

　
※
⑬
は
日
本
女
子
大
学
時
代
か
ら
の
研
究
成
果
を
ま
と
め
た

著
書
で
、
自
か
ら
の
外
国
文
学
の
知
識
を
体
系
づ
け
た
も
の
で
あ

る
。
戦
後
の
本
格
的
な
文
学
研
究
書
と
し
て
重
視
さ
れ
た
。
　

　
昭
和
29
年
（
１
９
５
４
）
６
月
25
日
、『
婦
人
作
家
評
伝
』（
メ

ヂ
カ
ル
フ
レ
ン
ド
社
）
を
出
版
す
る
⑭
。

  　
※
⑭
は
林

は
や
し

芙ふ

美み

子こ

や
宮み

や

本も
と

百ゆ

合り

子こ

な
ど
昭
和
の
代
表
的
女
性

作
家
を
取
り
上
げ
、
そ
の
伝
記
と
文
学
を
明
ら
か
に
し
ょ
う
と
し

た
も
の
。
特
に
林
芙
美
子
に
つ
い
て
の
伝
記
に
は
、
自
身
で
聞
き

取
り
に
歩
き
、
地
道
な
努
力
を
重
ね
て
集
め
た
内
容
で
、
初
め
て

明
ら
か
に
さ
れ
た
こ
と
が
多
く
、
林
芙
美
子
研
究
の
第
一
人
者
と

言
わ
れ
た
。女
性
作
家
の
研
究
が
進
ん
で
い
な
か
っ
た
当
時
で
は
、

こ
の
著
書
の
先
駆
的
意
義
は
極
め
て
大
き
か
っ
た
。

　
昭
和
30
年
（
１
９
５
５
）、
千
葉
大
学
文
理
学
部
講
師
と
な
る
。

　
※
国
立
大
学
文
学
系
の
初
の
女
性
講
師
と
し
て
話
題
に
な
る
。

　
昭
和
31
年
（
１
９
５
６
）
１
月
20
日
、『
林
芙
美
子
』（
東
京
ラ

イ
フ
社
）
を
出
版
す
る
⑮
。

　
昭
和
31
年
（
１
９
５
６
）
７
月
25
日
、『
漱
石
文
学
の
背
景
』（
鱒

書
房
）
を
出
版
す
る
⑯
。

　
※
⑯
は
、漱
石
が
文
学
に
取
り
入
れ
た
西
洋
文
学
を
探
り
出
し
、

そ
の
類
似
性
を
具
体
的
に
例
証
し
た
も
の
で
あ
り
、
直
子
の
西
洋

文
学
に
対
す
る
学
殖
を
い
か
ん
な
く
発
揮
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

　
昭
和
31
年
（
１
９
５
６
）
９
月
15
日
、『
平
林
た
い
子
』（
東
京

ラ
イ
フ
社
）
を
出
版
す
る
⑰
。

　
昭
和
32
年
（
１
９
５
７
）
９
月
15
日
、『
文
学
概
論
ー
古
い
文

学
　
新
し
い
文
学
ー
』（
森
の
道
社
）
を
出
版
す
る
⑱
。

　
昭
和
40
年
（
１
９
６
５
）
２
月
15
日
、『
林
芙
美
子
の
生
涯
～

う
ず
潮
の
人
生
～
』（
大
和
書
房
）
を
出
版
す
る
⑲
。

　
昭
和
42
年
（
１
９
６
７
）
６
月
５
日
、『
明
治
・
大
正
・
昭
和

の
女
流
文
学
』（
桜
楓
社
）
を
出
版
す
る
⑳
。

　
※
⑮
、
⑰
、
⑲
、
⑳
は
、
女
性
文
学
に
関
す
る
多
数
の
評
論
を

収
録
し
て
い
る
。

　
昭
和
48
年
（
１
９
７
３
）
４
月
25
日
、『
夏
目
漱
石
～
伝
記
と

文
学
～
』（
至
文
堂
）
を
出
版
す
る
21
。

　
昭
和
52
年
（
１
９
７
７
）
１
月
21
日
、
逝
去
。
80
歳
。
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板
垣
直
子
〜
著
書
紹
介
〜

①ゲオルヒ・グロナウ『レオナ
　ルド・ダ・ヴィンチ』翻訳
　大正 9 年 5 月 10 日　岩波書店

②『文芸ノート』
　　昭和 8 年 2 月 5 日
　　啓松堂　　　　　　　

③『現代小説論』
　　昭和 13 年 7 月 25 日
　　第一書房　　　　　　　

④『事変下の文学』
　　昭和 16 年 5 月 10 日
　　第一書房

⑤『文学建設』
　　昭和 16 年 6 月 30 日
　　高山書院

⑦『現代の文芸評論』
　　昭和 17 年 11 月 20 日
　　第一書房

⑧『現代日本の戦争文学』
　　昭和 18 年 5 月 15 日
　　六興商会出版部

⑥『評伝樋口一葉』
　　昭和 17 年 7 月 29 日
　　桃蹊書房

⑨『漱石・鷗外・藤村』
　　昭和 21 年 7 月 15 日
　　巖松堂書店
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⑪『女性の歩いたみち』
　　昭和 23 年 8 月 15 日
　　通信教育振興会

⑮『林芙美子』
　　昭和 31 年 1 月 20 日
　　東京ライフ社

⑭『婦人作家評伝』
　　昭和 29 年 6 月 25 日
　　メヂカルフレンド社

⑯『漱石文学の背景』
　　昭和 31 年 7 月 25 日
　　鱒書房

　⑰『平林たい子』
　　　昭和 31 年 9 月 15 日
　　　東京ライフ社

⑫『人生の探究』
　　昭和 23 年 8 月 30 日
　　吉成書房

⑬『欧州文芸思潮史』
　　昭和 25 年 6 月 25 日
　　巖松堂書店

⑩『文学論』
　　昭和 23 年 7 月 5 日
　　企画社

⑱『文学概論－古い文学　新しい文学－』
　　昭和 32 年 9 月 15 日
　　森の道社
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著
名
作
家
か
ら
の
献
呈
本

⑳『明治・大正・昭和の女流文学』
　　昭和 42 年 6 月 5 日
　　桜楓社

 21『夏目漱石～伝記と文学～』
　　 昭和 48 年 4 月 25 日
　　 至文堂

宇
野
千
代
『
刺
す
』

　
　
　
　
　

昭
和
41
年　

新
潮
社

瀬
戸
内
晴
美
『
か
の
子
撩
乱
』

　
　
　
　
　
　

昭
和
40
年　

講
談
社

⑲『林芙美子の生涯～うず潮の人生～』

　　昭和 40 年 2 月 15 日
　　大和書房
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板
垣
直
子
～
生
家
と
母
の
思
い
出
～

　
直
子
の
随
筆
「
倖
せ
だ
っ
た
あ
の
頃
」『
母
を
語
る
　
著
名
百

人
の
随
筆
集
』
昭
和
39
年
（
財
界
名
古
屋
出
版
部
）
に
、
次
の
よ

う
に
生
家
と
母
の
思
い
出
を
記
し
て
い
ま
す
。

　「
私
の
母
は
昭
和
９
年
の
２
月
20
日
に
、
動
脈
硬
化
か
ら
の
脳

軟
化
症
の
た
め
、
64
才
で
世
を
去
っ
た
。
今
か
ら
30
年
近
く
前
に

な
る
。
け
れ
ど
も
今
で
も
終
始
母
の
こ
と
を
思
い
出
す
。
母
の
写

真
は
一
枚
だ
け
残
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
私
の
寝
室
に
掛
か
っ
て
い

る
。
日
を
経
、
年
を
過
ご
す
に
つ
れ
て
、
な
つ
か
し
い
母
は
も
う

こ
の
世
で
は
会
え
な
い
の
だ
と
の
思
い
を
強
く
す
る
。
親
の
え
が

た
さ
、
尊
さ
を
、
今
更
に
知
る
こ
と
が
深
い
。

　〈
中
略
〉
私
の
場
合
は
、
十
分
母
に
可
愛
が
ら
れ
た
思
い
出
を

も
ち
、
そ
れ
だ
け
に
母
が
な
つ
か
し
く
て
た
ま
ら
な
い
。

　〈
中
略
〉
母
は
教
育
は
な
く
て
、
文
字
を
知
ら
な
か
っ
た
。
け

れ
ど
も
聡
明
な
と
こ
ろ
が
あ
り
、
何
で
も
よ
く
で
き
た
。
農
耕
、

漬
物
、
針
仕
事
、
機
織
り
、
料
理
な
ど
。
そ
の
上
誠
意
を
も
っ
て

仕
事
に
あ
た
り
、
一
日
中
、
朝
か
ら
晩
ま
で
働
い
て
い
た
。
色
が

白
く
、
鼻
が
高
く
、
美
し
く
も
あ
っ
た
。
性
質
は
か
ら
っ
と
し
て
、

根
が
善
良
だ
っ
た
か
ら
、
人
に
も
好
か
れ
た
。

　〈
中
略
〉
私
の
家
は
青
森
県
津
軽
地
方
の
地
主
で
、
大
金
持
と

い
う
の
で
は
な
か
っ
た
が
、
小
作
米
を
売
っ
た
お
金
で
、
一
家
が

ゆ
っ
く
り
暮
ら
し
を
た
て
ら
れ
た
。
米
の
仲
買
人
が
家
へ
よ
く
や

っ
て
き
て
い
た
。
何
時
米
を
売
る
べ
き
か
の
潮
時
に
つ
い
て
、
母

と
兄
が
相
談
し
あ
っ
て
い
た
り
、
互
い
に
議
論
し
て
い
た
り
し
た

の
を
思
い
出
す
。
お
米
は
急
に
売
ら
な
く
て
も
、
普
通
な
ら
使
う

お
金
に
困
ら
ぬ
質
素
な
暮
ら
し
が
、
祖
父
の
在
世
時
代
か
ら
続

い
た
よ
う
だ
。
母
は
後
妻
に
入
り
、
は
じ
め
は
祖
父
に
、
つ
い
で

先
妻
の
三
番
目
の
息
子
で
跡
継
ぎ
と
な
っ
た
兄
に
仕
え
て
家
を

や
っ
て
い
た
。『
仕
え
る
』
と
い
う
言
葉
は
お
か
し
い
け
れ
ど
も
、

封
建
的
な
風
習
の
残
っ
て
い
た
家
で
は
、
こ
の
言
葉
は
あ
て
は
ま

る
の
で
あ
る
。

　〈
中
略
〉
生
家
で
の
食
事
の
場
合
を
思
い
出
す
。
私
は
母
の
隣

に
坐
っ
て
い
る
。
母
は
自
分
の
碗
の
中
の
魚
の
い
い
部
分
を
、
み

な
私
の
皿
の
中
に
入
れ
て
く
れ
て
、
彼
女
自
身
は
残
り
物
で
す
ま

し
た
の
だ
。
私
は
喜
ん
で
そ
れ
を
食
べ
る
。
あ
の
頃
の
東
北
で
は
、

肉
な
ん
か
食
べ
な
か
っ
た
。
御
馳
走
は
鶏
で
、
普
段
は
専
ら
魚
類

だ
っ
た
。
魚
は
豊
富
に
使
え
た
。
小
さ
い
私
は
母
の
栄
養
を
考
え

ず
、
辞
退
も
し
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。〈
中
略
〉」

平山てる（直子の母）
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板
垣
直
子
の
人
柄　
～
女
性
作
家
達
へ
の
思
い
～

　
直
子
の
文
芸
評
論
『
婦
人
作
家
評
伝
』
の
序
に
次
の
一
文
が
あ

り
、
直
子
の
人
柄
を
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　「〈
中
略
〉
私
は
こ
こ
に
昭
和
年
代
の
代
表
的
な
女
流
作
家
た
ち

の
あ
り
し
ま
ま
の
生
涯
を
跡
づ
け
て
み
て
、
彼
女
達
の
苦
闘
の
い

か
に
深
か
っ
た
か
を
追
想
し
な
い
で
は
お
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。

　
こ
と
に
東
洋
で
は
、
男
尊
女
卑
の
思
想
が
未
だ
根
強
く
残
っ
て

い
る
。
才
能
の
有
無
の
問
題
は
別
と
し
て
、
そ
の
よ
う
な
構
造
の

世
の
中
に
、
女
性
が
一
人
の
社
会
人
と
し
て
仕
事
を
し
て
い
く
こ

と
に
、
困
難
が
横
た
わ
っ
て
い
る
。
そ
れ
故
私
は
、
闘
え
る
女
流

作
家
達
に
対
し
て
、
よ
け
い
に
敬
意
と
同
情
と
親
し
み
を
感
じ
て

い
る
。〈
中
略
〉」

女
性
文
芸
評
論
家
と
し
て
の
矜

き
ょ
う

持じ

　　「
女
が
文
芸
批
評
家
と
し
て
、
男
の
間
に
交
じ
っ
て
生
存
し
て

ゆ
く
こ
と
は
容
易
で
は
な
い
。
男
の
場
合
に
は
、
生
活
の
保
障
の

な
い
こ
と
か
ら
例
え
批
評
の
仕
事
が
貧
困
し
て
い
っ
て
い
る
際
に

も
社
会
的
生
命
を
つ
な
ぐ
こ
と
が
で
き
る
が
、
女
の
文
芸
批
評
家

は
女
の
創
作
家
と
違
ひ
、
真
の
実
力
だ
け
に
遺
存
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。『
女
性
』
と
い
う
こ
と
が
こ
こ
で
は
物
を

い
う
こ
と
に
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。」（『
私
の
批
評
家
的
生
い

立
ち
』
よ
り
）。

著
名
作
家
た
ち
と
の
交
流

　
昭
和
11
年
に
軽か

る

井い

沢ざ
わ

の
追お

い

分わ
け

で
撮
影
さ
れ
た
一
枚
の
ス
ナ
ッ
プ

写
真
が
あ
る
。
直
子
は
昭
和
８
・
９
年
頃
か
ら
軽
井
沢
に
夏
に
過

ご
す
た
め
の
別
荘
を
持
っ
て
い
た
。
戦
前
の
軽
井
沢
で
は
、
そ
れ

ほ
ど
車
の
交
通
は
多
く
な
か
っ
た
が
、
週
末
と
も
な
れ
ば
近
郊
へ

の
ド
ラ
イ
ブ
が
盛
ん
で
あ
っ
た
と
い
う
。
直
子
は
追
分
方
面
に
ド

ラ
イ
ブ
を
す
る
こ
と
に
な
り
、
つ
い
で
に
友
人
た
ち
を
誘
っ
た
と

い
う
。
室む

ろ

生う

犀さ
い

星せ
い

、
堀ほ

り

辰た
つ

雄お

、
川か

わ

端ば
た

康や
す

成な
り

、
河か

わ

上か
み

徹て
つ

太た

郎ろ
う

ら
が
招

き
に
応
じ
て
参
加
し
た
と
き
の
も
の
で
、
後
に
著
名
な
作
家
と
な

る
豪
華
な
面
々
の
若
か
り
し
頃
の
貴
重
な
写
真
で
あ
る
。 

河
上
徹
太
郎

室
生
犀
星

堀
辰
雄

川
端
康
成

板
垣
直
子

板
垣
鷹
穂

昭和 11 年８月　追分にてドライブ旅行
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「
私
の
青
春
時
代
」
よ
り
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「
私
の
青
春
時
代
」
よ
り
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夏
目
漱
石
の
文
芸
評
論
・
研
究

　
直
子
は
、昭
和
21
年
、戦
後
い
ち
早
く
『
漱
石
・
鷗
外
・
藤
村
』（
巖

松
堂
書
店
）
と
い
う
評
伝
、
作
品
研
究
を
世
に
送
り
出
し
た
。
さ

ら
に
10
年
後
の
昭
和
31
年
、『
漱
石
文
学
の
背
景
』（
鱒
書
房
）
を

世
に
送
り
出
し
た
。
後
者
は
比
較
文
学
の
立
場
か
ら
漱
石
の
主
要

作
品
を
取
り
上
げ
て
、
具
体
的
に
西
洋
文
学
と
の
関
係
を
究
明
し

た
著
書
で
あ
り
、
戦
後
の
比
較
文
学
に
お
い
て
、
漱
石
研
究
の
先

駆
的
な
業
績
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

　
こ
れ
に
よ
っ
て
、
そ
の
後
の
研
究
者
た
ち
は
、
直
子
の
比
較
文

学
研
究
に
導
か
れ
、
こ
れ
を
批
判
検
証
す
る
こ
と
で
、
さ
ら
に
漱

石
研
究
の
進
展
が
図
ら
れ
て
き
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
直
子
の

文
芸
評
論
家
と
し
て
の
大
き
な
功
績
の
一
つ
と
言
っ
て
も
過
言
で

は
な
い
。

寄贈品の中には、漱石についての伝記・メモ、漱石の作品、漱石研究など、漱石に
関して取りまとめた直筆の大学ノートが多数残されている。
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樋
口
一
葉
の
文
芸
評
論

　　
直
子
は
、
明
治
時
代
を
代
表
す
る
女
性
作
家
、
樋ひ

口ぐ
ち

一い
ち

葉よ
う

（
享

年
24
歳
）
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
評
し
て
い
ま
す
。

「
私
が
一
葉
に
一
番
関
心
し
て
い
る
の
は
、
た
と
え
ば
『
た
け
く

ら
べ
』
の
な
か
に
、
新
し
い
「
心
理
描
写
」
を
し
っ
か
り
消
化
し

て
用
い
た
こ
と
で
あ
る
。〈
中
略
〉

　
が
、
心
理
描
写
と
は
、
む
ず
か
し
い
技
術
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、

心
理
描
写
を
用
い
た
り
、
こ
な
し
き
っ
た
作
家
は
、
そ
の
頃
と
し

て
は
、
と
く
に
少
な
か
っ
た
。
一
葉
の
同
時
代
人
の
（
尾
崎
）
紅こ

う

葉よ
う

に
も
、
そ
れ
と
全
面
的
に
と
り
く
ん
だ
作
品
も
あ
る
が
、
一
葉

の
場
合
は
さ
ら
に
し
ゃ
れ
た
形
で
、
非
常
に
う
ま
く
そ
れ
を
用
い

た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
も
大
人
の
心
理
の
表
出
で
な
く

て
、
性
に
目
覚
め
て
ま
だ
恥
じ
ら
う
頃
、
し
か
も
、
そ
の
目
覚
め

は
ど
う
し
て
も
表
現
さ
れ
な
い
で
い
ら
れ
な
い
時
期
の
男
女
の
子

供
た
ち
に
つ
い
て
描
い
た
の
だ
か
ら
、
よ
け
い
に
工
夫
の
つ
ん
だ

素
晴
ら
し
い
技
術
の
勝
利
で
あ
る
と
言
わ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

一
葉
は
勝
気
だ
っ
た
か
ら
、
そ
の
新
し
い
手
法
を
ど
う
し
て
も

試
み
て
み
て
、
し
か
も
う
ま
く
成
功
し
よ
う
と
決
心
し
て
か
か
っ

た
の
だ
ろ
う
。
そ
し
て
、
あ
れ
だ
け
文
章
そ
の
も
の
に
苦
心
し
た

人
だ
っ
た
か
ら
、
こ
の
方
で
も
大
い
に
努
力
し
て
、
そ
の
結
果
成

功
し
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
そ
れ
に
し
て
も
、
一
葉
は
非
常
に
鋭
い

知
性
を
も
っ
て
い
た
。
も
し
、
彼
女
が
明
治
20
年
代
に
で
は
な
く

て
、
現
代
に
生
き
て
い
た
と
し
た
ら
、
普
通
の
女
の
作
家
た
ち
よ

り
も
、
も
っ
と
新
し
い
問
題
を
つ
か
み
、
新
し
い
手
法
の
作
品
を

つ
く
り
、
も
っ
と
は
っ
き
り
と
モ
ラ
ル
を
打
ち
出
し
た
作
品
を
書

い
た
か
も
知
れ
な
い
の
で
あ
る
。」（「
一
葉
の
生
き
方
に
つ
い
て
」

よ
り
）。
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